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特 集

原水爆禁止宣言の意義と創立者の平和思想

平和問題研究所所長 小 出 稔

創価大学平和問題研究所の小出 と申します。難 しいテーマを担当しますが、

原水爆禁止宣言の意義を皆様 と共に学んで行きたい と思います。

戸田先生の原水爆禁止宣言は、その名の通 り 「宣言」であ りまして、その文

言は非常に簡潔です。それ故に、宣言の意味 と意義にっいては、宣言を発表さ

れた当時の時代状況、宣言に至るまでの戸田先生 ご自身の思索、そしてその宣

言を継承 された創立者池田先生の行動に照 らして考 える必要があると思いま

す。

このように考えるとき、私は原水爆禁止宣言には、三っの意義があるのでは

ないか と思います。一つは、世界平和を目指す師弟共戦の大宣言 という意義で

す。原水爆禁止宣言は、師匠である戸田先生が発表 され、その後弟子である池

田先生が実践された という、言わば師匠 と弟子の間に 「時間差」のある宣言で

はな く、宣言が発表された時点で既に、師弟が平和への決意を共 にした宣言で

ありました。次 に、原水爆禁止宣言には、民衆が主役 となる平和運動の大指針

としての意義があると思います。民衆 を支配 し分断 しようとする勢力に対 し、

真に人間の立場から平和を求めてこられた創立者の行動に、その精神は端的に

現れていると思います。三っ 目として、原水爆禁止宣言には、人間復興を目指

す大思想を樹立 しようとする決意が込め られていると思います。人間が生み出

したものに人間自身が支配されて しまう。そのようなおろかな状況を打開する

仏法に基づ く哲学 ・思想を高 らかに示 したのが、原水爆禁止宣言であると思い

ます。
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以下、三点の意義について、それぞれ、少 し掘 り下げてみたいと思います。

まず、 「世界平和を目指す師弟共戦の大宣言」 という点ですが、 「遺訓すべ き

第一のもの」 として戸田先生が発表された原水爆禁止宣言は、実 は池田先生 と

共に、その内容 を練 り上げてきたのではないか と思います。

創価大学の中央図書館に、創立者が若いころか ら資料 として収集 した書籍 を

収めた 「池田文庫」 というコーナーがあります。本 日のシンポジウムで発表す

るに当た り、私は図書館の本で原水爆禁止宣言が発表 された当時の時代状況を

調べ ようとしたのですが、その時一つのことに気づ きました。池田文庫に、

1950年 代、特に原水爆禁止宣言が発表された57年 頃に出版 された核兵器、原子

力等に関する書籍が数多 く有ったのです。

1950年 代は、アメリカとソ連の間で原水爆の実験競争が激 しくなった時代で

した。1954年3月 には太平洋のビキニ環礁で行われた水爆実験で、日本のマグ

「ロ漁船が被爆 しました
。この事件を契機に日本では3200万 人の原水爆反対署名

が集まり、1955年 には第一回原水爆禁止世界大会が開かれています。

このような時代状況の中で、戸田先生 と池田先生の間で、原水爆に関する話

がなされたであろうことは、む しろ当然だ と思います。原水爆禁止宣言がなさ

れる少 し前の1956年11月 には、池田先生がある会合で「原爆から日本を救お う」

という戸田先生の話をされた という記録が残っています。また、57年 の8月 に

は、戸田先生が静養先の軽井沢に池田先生を呼ばれて、原水爆禁止宣言の思索

を深められたそうです。

確かに言える事は、池田先生がいなければ、1957年9月8日 の戸田先生のお

話が 「原水爆禁止宣言」 として後世に残ることは無かった と言う点です。戸田

先生のお話の重要性 を自覚 し、発表の舞台 となった青年の体育祭の行事運営の

一切 を無事故で進め
、戸田先生のお話を当時 としては高価なカラー映像で記録

し、そ して宣言が発表された後 は、 自らその宣言の重要性を展開 し訴えていっ

た。そのような戸田先生 と不二の呼吸で戦 う池田先生がおられて、原水爆禁止

宣言は完結 しました。その意味で、 この宣言は、師弟共戦の大宣言であった と

言えると思います。

次に、原水爆禁止宣言は、民衆の平和運動の大指針 としての意義があると思
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います。原水爆禁止宣言では、仏法の生命尊厳の立場か ら死刑反対であった戸

田先生が、原水爆を使 ったものは 「死刑」にせよと訴えられています。戸田先

生が敢えて 「死刑」と言 う言葉を使った理由を、池田先生は 「原水爆 を保有し、

使用 したい とい う人間の己心の魔性それ自体に、朽ちざる懊を打ち込むためで

あった」 と述べておられます。

では、その 「朽ちざる懊」 とは何か。それは、0言 で言えば、人間を自在に

支配 しようとす る権力への 「怒 り」ではないか と思います。創価学会の平和運

動の原点は、戦前の軍国主義的政府の弾圧により獄死 された牧 口初代会長で

す。二代会長の戸田先生 も、牧口先生 と共に投獄 されました。そして、三代会

長の池田先生も、 この原水爆禁止宣言発表の直前の7月 、創価学会を脅 し支配

しようとす る権力の画策で、全 く無実の選挙違反の嫌疑で逮捕拘留 されまし

た。

この権力への怒 りは、 どの国の核兵器に対して も民衆 と言 う立場か ら等 しく

反対すると言 う、創価学会の反核運動を支えていると思います。 ここで紹介 し

ておきたいのは、1974年5月 に創立者が中国を初訪問された時の様子です。当

時は、72年 に日中国交回復がなされていたとは言え、中国は未だ文化大革命の

最中にあ り、政治的に極端で硬直 した雰囲気が強かった と思います。 日本の新

聞社でも親中国的 と認められた新聞社だけが、北京に特派員を置けるような時

代で した。

その時代に、中国政府から招待 を受ければ、「親中国的」というお墨付きを得

たようなものですか ら、希少価値のある 「中国 とのパイプ」を大事にして、中

国政府が不愉快 と思 うような言動 は避 けるのが普通だった と思います。 しか

し、 この時池田先生は、訪問の受入機関であった中日友好協会の副会長 との懇

談の際、戸田先生の原水爆禁止宣言を紹介 し、核兵器に反対する考えを明 らか

にしました。その際の様子は、聖教新聞連載の新人間革命 「友誼の道」の章に

詳 しく述べ られています。

この 「友誼の道」の章のお話によれば、核兵器に対する考え方では、池田先

生 と中国側の代表 との間で、異なる部分 もあ りました。しか し、このような異

なる意見を持っ相手 と、 どのように切 り結んでいけるかこそが、平和運動で最
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も重要な点だ と思います。核兵器 と言 う重要な政治的問題に対する意見の相違

にも拘 らず、初の訪中か ら30年 以上を経た今 日、北京大学や復旦大学 と言 う中

国の トップレベルの15大 学 に池田大作研究所が設置されていることか らも分か

るように、池田先生は中国の人々が最も尊敬する日本人 と言っても過言でない

ほどの信頼を勝ち得てきました。

原水爆禁止宣言は、核兵器を絶対悪 と断 じており、その主張において妥協は

できません。 しか し、だか らと言って、少 しでも意見が異なれぼ、相手 と決裂

しておしまいと言 うのでは、平和を目指す運動が返って分断をもたらす と言 う

矛盾に陥 ります。滑稽に思われるかもしれませんが、平和を論じる学者や、平

和を求める運動に、そのような排他的な性格を感じるのは、珍 しいことではあ

りません。事実、広島 ・長崎の悲1参な体験に基づ き、1955年 には3200万 人 もの

署名を集めて始まった日本の核兵器反対運動 も、10年 を経ず して分裂 して しま

いました。

確固たる理念に基づ く平和を訴えながら、なおかっ人々の連帯を拡げ行 くこ

とは、思いの外困難です。民衆の側に立っ という勇気 と深い思索、そして何よ

りも相手の心を開 く人格が求められ ると思います。74年5月 の中国への初訪問

に続 き創立者は、同年9月 には、当時中国 と軍事的衝突さえ危惧 されるほど対

立 していたソ連を初訪問 します。 ソ連の要人の中には、日本社会における創立

者の影響力を誤解 して、中ソ対立の脈絡の中で、 日本が中国ではな くソ連寄 り

となるよう、影響力を行使するように、半ば桐喝的に創立者に迫った人物 もい

たようです。 この時 も創立者 は、一民間人 として、民衆 レベルの平和 ・文化 ・

教育交流を進めるご自身の信念を述べ、中国よりでも、ソ連 よりでもな く、世

界の民衆の側に立っ立場を明らかにしています。政治的に鋭 く対立する二国か

ら同時に、人間 としての信頼を勝ち得た創立者のおかげで、開学問もない創価

大学 も早 くか ら、中国 とソ連双方の一・流大学 と交流を進 めることがで きまし

た。 ともあれ、原水爆禁止宣言に示 された民衆主体の平和運動の意義は、あら

ゆる国、文化、政治制度、宗教の人々 と、1600回 もの対談を重ねながら、友情

を結び、平和の連帯を拡大 してこられた池田先生の行動に具現 してきた と思い

ます。
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三点目の原水爆禁止宣言の意義 として、人間復興を目指す大思想の樹立を求

めている点を挙げたい と思います。原水爆禁止宣言の中で戸田先生は、核兵器

を絶対悪であると断じた上で、その根源的理由を 「世界の民衆の生存の権利」

に求めました。 この 「生存の権利」とは、いわゆる20世 紀的な 「生存権」、すな

わち国家 に最低限度の生活の保障を求める権利ではあ りません。戸田先生の言

われる 「生存の権利」 とは、人間生命の尊さを解き明かす仏法の眼から見て、

個々の人間生命が最極の存在であると言 う事実そのものを、 「生存の権利」と言

う言葉で表現 されたのだ と思います。

人間生命には、愚かな命 も、欲望の命 も、また平静な人間らしい命 も、更に

は人を助けようとする尊い命 も、全て具わっていると言 う、動か し難い事実を

認めた上で、人間生命それ自体の中に 「より良 く」生きようとする力を認める

のが仏法です。この生命本来に具わる 「より良 く」生きようとする力を、「仏の

力」 と表現 しますが、この仏の力によって人間生命全体をコン トロールしてい

くことを仏法は説 きます。

このような視点か ら見 るとき、核兵器の存在は、他に勝 らんとする欲望の生

命の異様なまでの肥大化 と捉えることができます。そして、核兵器の問題を根

本的に解決するためには、肥大化 した欲望の生命を、本来の大 きさにまで引き

戻さなければな りません。

「勝ち組」 「負け組」 という言葉が象徴するように、現代の世界は、競争を通

じた欲望の追求に、殆 ど歯止めをな くしています。核兵器の存在はその最たる

例ですが、世界経済の発展に伴 う地球環境の破壊、世界市場を自由に移動する

金融資本が莫大な利益を生む一方で広がる経済格差など、人間の欲望の際限な

い追及は、今 日の世界に深刻な危機的状況をもたらしています。今こそ、人間

が作 り出 した ものに人間が支配 される愚かさを指摘 し、人間の欲望をコン ト

ロールする大思想の樹立が求められています。原水爆禁止宣言は、直接的に人

類の生存に脅威をもたらす核兵器の廃絶を一つの指標 として、 より広い意味で

の人間復興の大思想樹立を求める宣言であった と思います。

以上、原水爆禁止宣言の意義を三点にわたって述べさせていただきました。

最後に、原水爆禁止宣言からわれわれが学ぶべき点をまとめて、結論に代 えさ
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せていただきます。 まず何 よりも、原水爆禁止宣言は、師匠に呼応する弟子の

戦いによって、宣言 と言 う形で結実 し、後世 にも残ってきました。そこか ら

我々が学ぶべきことは、半ば自明でありますが、創立者がおられる今、その平

和思想を学び、創価大学で発展 ・継承させていかねばならない と思います。

次に我々の平和運動は、自らの平和に対する思想を堂々 と述べ、譲れない原

則を堅持 しながらも、その運動は、あ くまで も個々の人間の幸福を目的とした

ものであ り、人間の連帯を拡げ行 くものでなければならない。 しか しなが ら、

このような平和へのアプローチは、時に困難な矛盾をもた らします。自分の価

値観の実現のために暴力の行使 を辞さない人々にどう対処するかなどは、その

端的な例 と言えます。今年のSGIの 日記念提言で創立者が議論 されているよ

うに、そのような暴力に対 しては、第 一義的には、暴力を規制する国際社会の

ルールや制度の実効力を高めることで対処することが必要だ と思います。 この

点については、次の発表者である中山先生が、国際法の観点から論じる予定で

す。

しか し、国際社会の制度やルールの実効性を最終的に担保するものは、平和

を求める民衆の連帯です。そして、そのような連帯を広げ行 く鍵 となるのは、

どこまでも人間を信頼 し対話を求める人格だと思います。1974年 に鋭 く対立す

る中国 とソ連を相次いで訪問し、双方から人間 としての信頼 を勝ち得た創立者

の行動は、人格 と対話のもっ可能性を端的に示 していると思います。 このよう

な偉大な創立者を頂 く創価大学では、まず教員自身が知性 と共に人格を磨 き、

民衆の側に立ち、世界平和に貢献できる人材を陸続 と輩出して参 りたい と思い

ます。

この決意の表明を持って、私の発表を終 らせていただきます。ご静聴、あ り

がとうございました。

*** **************************************************
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【質疑応答】

私の方にいただ いている質問で、非常 に中心的なテーマになって いるのが、

やは り核廃絶 に向けて、我々庶民 レベルで一・体具体的 にで きる行動 は何か とい

う質問 を多 く受 けてお ります。今回、 お話 しさせ ていただ くに当たって、私 自

身 も、例 えば1945年 の段 階で3発 しか なか った原 爆が 、 先 ほ ど中山先生のお話

にあった通 り、現在 は27,000発 の核 弾 頭 が あ ります。 実 に9,000倍 に な っ た と

い う現 実 の前 で 、 そ の間 にや って きた反核運動 とは0体 何 な のか 、 この こ とに

答 え られ ず して、一体 どうい う意味が あるのか とい うところか ら思索を始 め ま

した。

なかなか直接 的にお答 えす ることは難 しいのですが、国際政治 の中では時 に

想像 し得 ない ことが起 こ ります。 その1つ の例 と して冷戦 の終 了 が挙 げ られ ま

す。1989年11月 に、冷 戦 が 最終 的 に終 了 して い くわ けですが、私 は当時アメ リ

カで国際政治 を学ぶ大 学院生で した。 そうい う国際政治が大 き く変化す る とき

に大学院生 として学んでい るこ とは、非常 に幸運 なこ とで はないか と思いなが

ら過 ごした ことを覚 えてい ます。 その当時を思 い出す と、1989年11月 にベ ル リ

ンの壁 が 崩壊 す るので す が、 そのわずか数 カ月前で も、冷戦 が終わ る と予想 し

ていた学者 は1人 もお りませ ん で した 。0流 の学 者 も含 めて です 。 私 もそ うは

思 ってお りませんで した。本当 に誰 もが、 この冷戦 とい うのは終わ らないのだ

とい う前提で議論 していま した。1980年 代 は平 和 運 動 や反核 運 動 が盛 り上がっ

て、今か ら思 えば平和的な冷戦構造 の終結 に大 いに寄与 してい るわ けですが、

しか し当時 は、 いろんな平和運動 があって も、冷戦 の大 きな構 図は変 わ らない

と思 ってお りました。 それが、 ある意味で、 あれ よ、あれ よ とい う間に、冷戦

が終わってい くわけです。

この冷戦の終結過程で、ルーマニア等で少 し混乱 はあ りま したけれ ども、あ

ま り流血 の惨事 を伴 わず に大 きな変化が起 こった。 これはや は り80年 代 に ヨー

ロ ッパ で起 こって いた反核 の運動、平和運動、そ うい うものが市民の連帯、東

だ、西だ とい う体制 を越 えて市民 の連帯 とい うこ とを築 いて いた こ とが大 き

かったのではないか。 これ はあ とか らの説明にな りますが、国際政治学や平和
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学 の中でその ように議論 されています。ですので、80年 代 に、表 面 的 には何 の

意味 もな いのではないか、核兵器 を実際 に減 らす ことはで きていない じゃない

か と批判 されていた平和運動が、実 は冷戦 の終結過程 に大 きな役割を演 じてい

た。おそ ら く、時 には平和運動 に携 わる当事者 も無力感 を感 じるほ ど、冷戦 の

分断は大 きな壁だったに違 いない。実際に、国際政治を学ぶ専門家 は、冷戦終

結の直前 まで、真剣 に冷戦が終 る とは考 えていなか ったわ けですか ら。 けれ ど

も、 その ような深刻 な世界 の分 断の状況 も、時に大 き く変 えてきたのが人 間の

歴史で ある。 その ような事実 に鑑み る時、歴史学者 の トイ ンビー博士が 「水底

のゆ るやか な動 き」 と呼 んだ、 そ うい うレベルに市民の運動、平和運動 とい う

ものは大 きな影響 を与え うる と、 そのよ うな可能性 を見 出せ る ととらえ られ る

ので はないか と思 います。

この点で、本 日の私の話 の中で、1974年 の創 立者 の 中国 とソ連 の訪 問 を話 し

ましたが、 これ に続 いて、75年1月 に は、創 立者 は アメ リカ を訪 問 して、 キッ

シンジ ャー国務長官 に会 っているわけです。当時の中国、 ソ連、そ して、 アメ

リカの トップの指導者 に一民間人 としてお会 い してい る。 この ときの行動 とい

うのは、 もっ ともっ と大 き く評価す るべ きで はないか と思い ます。私の専 門の

国際政治の分野か ら、今後研究 を進 めたい と思 いますが、民衆の代表であ る先

生が、国際政治の中で どの ような影響 を与 えたのか とい うこ とを手本 に考 えて

い くことがで きるのではないか と思い ます。

先 ほ ど、 中山先生が、 日本 は大 きな矛盾 を抱 えてい る。すなわち、核兵器 に

反対 したい立場 で もあ りなが ら、 日米安保条約の下で、実際 には核兵器 の下 に

い る。 この ことを どうすれ ばいいのか。今年5月 に、 戸 田記念 国際平 和 研 究所

が北 東 アジアの平和 に関す るシ ンポジウムを中国で行 い まして、私 も参加 させ

ていただ きま した。 ちょうど聖教新聞で、新 ・人間革命 の 『友誼の道』 の章が

連載 されている途中で したので、先生 は中国 の方 と0体 どの よ うに核 兵 器 につ

い て話 を されたのかな と思いなが ら中国に行 きま した。学者 同士の立場で も、

「中国は核 兵器 を放 棄すべ きであ る」 とは語 りに くいのです。 その よ うに言 う

と、 きっ と、 向 こうは日米安保条約 を持 ってい ることの矛盾 を突いて くる。 そ

う思 うと、 どうもこち らの切 り口が弱 くなる。 これ をどうすれ ばいいのかな と
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思っていたところ、ちょうど中国で会議をしている間に、創立者が1974年 にご

自身が訪中されたとき、戸田先生の原水爆禁止宣言の思想を堂々 と述べ られた

ことを連載 されていまして、答えを見せていただ くような思いでした。日米安

保条約の ことを言われてちょっ と引 くのは自分が 日本人であるという発想、す

なわち日本 という国家の中の枠 にいる発想から自分が抜けられないでいること

だと思います。全人類 と言 う立場に立って、国家の枠を超 える行動を示す創立

者の姿に、手本を見出した思いで した。そのような師匠の行動に、自分の行動

を合わせてい く、そういう中に、0庶 民の立場から世界平和への貢献の可能性

というものも、見出せていけるのではないかと思いました。以上です。(拍 手)


